
安井鍼灸整骨院 NEWS VOL.７３(１０月) 

こんにちは。安井鍼灸整骨院です。今回は、石灰沈着性腱板炎（石灰性腱炎）についてです。 

石灰沈着性腱板炎の原因はなんですか？ 

40～50 歳代の女性に多くみられます。肩腱板内に沈着したリン酸カルシウム結晶によって急性の炎症が生じる

事によって起こる肩の疼痛・運動制限です。この石灰は、当初は濃厚なミルク状で、時がたつにつれ、練り歯磨

き状、石膏（せっこう）状へと硬く変化していきます。石灰が、どんどんたまって膨らんでくると痛みが増して

きます。そして、腱板から滑液包内に破れ出る時に激痛となります。 

 

石灰沈着性腱板炎の症状はどんなものですか？ 

夜間に突然生じる激烈な肩関節の疼痛で始まる事が多いです。痛みで睡眠が妨げられ、関節を動かすことが出来

なくなります。発症後 1～4 週、強い症状を呈する急性型、中等度の症状が 1～6 ヵ月続く亜急性型、運動時痛な

どが 6ヵ月以上続く慢性型があります。 

【急性型】 

安静時、夜間に肩に激痛が走り腕を動かすことができません。そのため、日常生活に支障をきたし、夜は痛みに

よって睡眠が妨げられてしまい、寝られない状態が続きます。また急性型では、炎症が落ち着くと慢性型へ移行

する場合が多いです。 

【慢性型】 

腕を上げる動きで疼痛や引っかかり感が慢性的に続きます。この状態は、四十肩・五十肩と同じような症状を呈

します。 

・肩、腕が上がらない 

・背中に手が回らない、届かない 

・服を脱ぐ・着る動作が痛い、出来ない 

・手が横に開かない 

・ズボンの後ろにあるポッケに手が入れられない 

・髪を洗えない 

・肩がまっすぐ上がらない 

・洗濯物を干す時に痛い 



石灰沈着性腱板炎の診断はどうやって行いますか？ 

圧痛の部位や動きの状態などをみて診断します。肩関節の関節包や滑液包（肩峰下滑液包を含む）の炎症である

いわゆる五十肩（肩関節周囲炎）の症状とよく似ており、X 線（レントゲン）撮影によって腱板部分に石灰沈着

の所見を確認する事によって診断します。石灰沈着の位置や大きさを調べるために CT 検査や超音波検査なども

行われます。腱板断裂の合併の診断にMRI も用いられます。 

石灰沈着性腱板炎の治療はどうやって行いますか？ 

治療は非ステロイド性消炎鎮痛剤の内服や外用薬の使用、副腎皮質ステロイドホルモンの肩峰下滑液包（けんぽ

うかかつえきほう）（腱板と肩甲骨の屋根＝肩峰＝の間に存在する袋）内への注入などが一般的です。また超音波

画像で確認しながら針を刺して石灰を吸引したり、体外衝撃波で石灰を砕いたりする治療も行われています。体

外衝撃波療法は、衝撃波を体のそとから患部に照射する整形外科では新しい治療法です。ヨーロッパを中心に普

及し、欧米ではスポーツ選手を中心に、安全かつ有効な治療法として使用されています。日本では泌尿器科の尿

路結石破砕治療として普及しています。衝撃波を皮膚の上から患部に照射する方法で、患部で痛みを発している

神経の一部を壊し、早期に痛みを取り、腱の組織の再生を促します。石灰は衝撃波で徐々に体に吸収されて、消

失します。体外衝撃波療法は、麻酔などは不要で、１回の治療時間はおよそ１５分から２０分で、一定の期間を

おき、複数回の照射を行います。術後も傷跡は残りません。副作用がほとんどなく、安全な治療法として有効性

が報告されています。ただし、保険適用ではなく、最初は１万５千円程度で、２回目からは５千円程度です。３、

４回程度は治療が必要です。 

 
安井鍼灸整骨院 ０７８－９９５―９４６１ 新患の方は、来院前に予約の御協力をお願いします。 

9：00～12：00 16：00～21：00(月～金) ８：３０～13：00 16：00～20：00(土) 

駐車場正面に２台 キッズスペースあり 夜２０：３０まで受付 詳しくはHPをご覧ください。 

兵庫県明石市大久保町大窪１９２１番地の１クレージュ山手１０１号(カラオケまねきねこ横) 


